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火星環境を想定した陸棲藍藻Nostoc sp. HK-01の生育
Growth of a terrestrial cyanobacterium, Nostoc sp. HK-01, in the poor nutrient mediums
similar to the environment on Mars
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陸棲藍藻Nostoc sp. HK-01の乾燥藻体は、極めて高い宇宙環境耐性を有し、加水することで光合成及び窒素固
定を行い、食資源としての有用性も備えていることから、今後火星などの過酷な閉鎖生態系における物質循環
に利用可能な生物種として高く期待できる。実際にHK-01を火星環境に持ち込むことを想定すると、貧栄養条件
下におけるHK-01の生育を明らかにする必要がある。本発表は、①HK-01の休眠細胞が自身の死細胞等の構成成
分を用いて生育を行う可能性、②火星の現地資源を想定した火星模擬レゴリスを用いて生育を行う可能性を検
証し、これらの結果から、HK-01が火星を想定した貧栄養条件で生育できる可能性を考察する。
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